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本論文は著者が本学大学院工学研究科に在学中に行った研究成果をまとめたもので，第 1 章と第 2
章から構成されている。




















s3 は， 非対称法による屈折率の測定に関するもので， 屈折率測定の場合，測定の原点をできるだ
け試料インターフエログラムの中心に近く選ぶ方が，より測定誤差を小さくできることがわかった。
また試作した干渉分光装置で得られた屈折率測定結果の再現性は士0.2%である。
論文の審査結果の要旨
近時，赤外および遠赤外域の分光測定は，学問の基礎的分野から工業の種々の分野に到るまで，益
々重要性を増してきている D しかしこの波長域の分光には，利用できる光のエネノレギーが少なく，検
知器の感度も低いことによる多くの困難な点がある。
本論文は，分散型の分光装置に対して，測定精度の向上あるいは迷光の除去の方法を研究して著し
い成果をあげた。また，干渉分光法は分光する光のエネ Jレギーの利用の点から，従来の分光法に比し
て格段に有利な新しい分光法であるが，本論文は基礎的研究を行ない，さらに試作した分光装置を用
いて各種の分光測定も行って，遠赤外干渉分光法の実用性を高めることに貢献した。
以上のように，本論文は赤外および遠赤外域の分光測定に寄与するところが大で，博士論文として
価値あるものと認める。
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